








要約:小児膠原病患者に現在行われている治療の実態を検討した。大動脈炎症候群、若年

性関節リウマチ、皮膚筋炎、混合性結合織病、全身性エリテマトーデスなどを対象とした

が、これらの疾患に対する治療方法は、薬剤のみならず治療概念そのものも大きく変容し

つつあった。特に難治例や劇症型の症例では、免疫抑制療法が小児膠原病患者にも治療の

早期から広く導入されており、予後の改善や患児の QOL の向上に大きく貢献しているもの

と思われた。しかしその一方では、これらの薬剤や治療方法の適応は小児では確立されて

おらず、これらの疾患に対する治療指針の確立がのぞまれる。


